第１号様式（第６条関係）

港区フリースクール等利用料助成金交付申請書

令和　　　年　　　月　　　日
港区長　殿

　　　私は、東京都フリースクール等利用者支援事業助成金の交付決定を受けたため、港区フリースクール等利用料助成金交付要綱第６条の規定により、助成金の交付を申請します。なお、本助成金の交付申請に当たり、港区に住民登録があるか確認するため、保護者、児童・生徒の住民基本台帳を港区が閲覧・照会することに同意します。

１ 申請者である保護者
	住所
	港区
	氏名 (ふりがな)
	
	児童・生徒との
続柄
	

	連絡先
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	


２ 児童・生徒
	在籍校の名称・学年
	　　　　　　　　　　　　　　     学校（第　　  　学年）

	氏名 (ふりがな)
	

	生年月日
	　　　　　　年　　　  月　  　　日生


３ 児童・生徒が在籍しているフリースクール等
	施設の名称
	
	利用料
	□月額制　　□月額制以外


４ 助成金申請額等
	申請時期
[該当期間に☑を入れてください。]
	助成対象経費
[利用料(A)]
	都助成金交付決定額（B）
[１月当たり上限額]
	区助成金の額（C）
[(A)÷2-(B)※](上限２万円)

	令和

年
	□
第１期
	４月
	円
	円
	円

	
	
	５月
	円
	円
	円

	
	
	６月
	円
	円
	円

	
	□
第２期
	７月
	円
	円
	円

	
	
	８月
	円
	円
	円

	
	
	９月
	円
	円
	円

	
	□
第３期
	１０月
	円
	円
	円

	
	
	１１月
	円
	円
	円

	
	
	１２月
	円
	円
	円

	令和

年
	□
第４期
	１月
	円
	円
	円

	
	
	２月
	円
	円
	円

	
	
	３月
	円
	円
	円

	助成対象経費の合計
[(A)の合計]
	円
	助成金申請額
[(C)の合計]
	円


[bookmark: _Hlk193907165]※助成金申請額は、１月当たりの利用料の２分の１の額から都要綱に基づく交付決定額（１月当たり上限額）
を控除した額（100円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）を記入してください。ただし、
不登校児童・生徒一人につき月額２万円を上限とします。
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